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市政一般質問

　２学期制導入から今年で12年目を迎えるが、学期制
についてのアンケート調査結果では、３学期制支持
36％、２学期制支持29％となっており、保護者等か
らは３学期制への見直しを求める声が多い。今後は２
学期制のメリットを残し、学力のみならず、文化、ス
ポーツ、地域の伝統行事への積極的な参加など、「新
たな３学期制」に移行し、強い「大村っ子」を育成す
べきではないか。

永尾　髙宣 議員

　国内の心臓突然死による死者は年間６万人以上にの
ぼり、自宅での発生が多いが、さまざまな場所で発生
している。偶然にも発生場所に居合わせた人の適切な
救命活動により、救える命があることから、命の大切
さや救命方法の重要性を少年期から根付かせる目的で、
「ジュニア救命士」養成制度を小学校５、６年生に導
入するよう提案するがどうか。

山北　正久 議員

２学期制から３学期制への
移行に向けて！！

答

「ジュニア救命士」養成制度
の導入について

答 　学期制の見直しについては、学期制検討
委員会からの答申を年内に受け、今年度内

に教育委員会としての結論を出す予定である。２
学期制、３学期制のいずれに決まっても、学期制
のあり方や今後の見通しについては、保護者、教
職員、地域には丁寧に周知したい。また、今後少
子化が進む中、足腰の強い子どもたちを育てる必
要があると思っている。

　緊急事態に遭遇したとき、迅速な救急蘇
生により、尊い人命が救われることは認識

している。学習指導要領では、小学校５、６年生
において止血法等の処置や重大なけがへの対応、
また、中学校では応急手当ての知識やＡＥＤの使
用方法を学ぶようになっている。「ジュニア救命
士」養成講習については、県央消防署等からの情
報を得ながら、研究したい。

　長崎県知事や沿線市長は、フリーゲージトレインの
開発は困難だとして、全線フル規格での整備を要望し
ている。全線フル規格化に当たっては、佐賀県側のみ
新たな整備が必要となるが、完成時期はいつになるの
か。また、木場トンネル口付近においては、今後の工
事施工に伴い、住民からの相談窓口として現場事務所
を設置すべきではないか。

村上　信行 議員

　公共交通空白地域対策として７月から試行されてい
る松原・福重地区の乗合タクシーと荒平・水計地区の
デマンドタクシーの利用状況はどうか。また、各地区
の利用者と協議する場として、利用者協議会を設置し、
話し合うべきではないか。

村上　信行 議員

新幹線の諸問題

答

交通行政

答
　新鳥栖から武雄温泉までの区間をフル規
格で整備する場合、ほかの事例を参考にす

ると、方針決定から開業までには14年程度を要す
る。また、鉄道・運輸機構によると、岩松町と小
路口町に現場事務所を設置しているため、新たに
設置することは考えていないが、現場代理人が常
駐する詰所の設置に向け調整しているとのことで
ある。

　松原・福重地区の乗合タクシーの利用状
況（7月10日以降）は、７月は延べ70人、

８月は延べ115人が利用しており、荒平・水計地区
のデマンドタクシーの利用状況（7月12日以降）は、
７月は利用がなく、８月は延
べ８人の利用であった。また、
利用者協議会の設置について
は、利用者の声を広く捉えて
運行することが重要であるの
で、研究を進めたい。

伊川　京子 議員

福祉車両の乗降場所に
配慮を

　大村市の整備計画は順調に進んでいるが、民間企業
の募集状況はどうなっているのか。これまでの説明で
は、開発は民間にゆだねるとしているが、好条件を備
えた貴重な市の財産であるため、市民の要望を聞きな
がら、開発を検討してはどうか。

　花まつりの期間、大村公園での福祉車両の乗降場所
は指定されており、昨年から第３駐車場の１カ所と
なった。仮設の多目的トイレが設置されるなど利便性
は図られているが、公園に入るには道路を渡る必要が
あり、負担に感じている利用者もいる。公園に直接入
ることができる場所をもう１カ所増やすことはできな
いか。

岩永　愼太郎 議員

新大村駅周辺の
整備計画の進捗状況

答
答

　民間活力の導入に向けたアンケート調査
については、約4,300社に送付し、回答率

は約10％、そのうち何らかの関心を示した業者は
65社であった。また、新駅周辺の開発においては、
「大村市新幹線新大村駅（仮称）周辺地域まちづ
くり計画」策定に当たり、市民や有識者による検
討委員会からいただいた意見と照らし合わせなが
ら進めることを基本とし、最善の形で民間活力を
生かしたい。

　大村公園におけ
る福祉車両の乗降

場所については、利用者の
安全確保、渋滞緩和も踏ま
え、来年度に新たに設置す
る方向で検討したい。

田中　秀和 議員

「産直かやぜ」から鬼橋への
新規道路整備を

　フリーゲージトレインの開発の遅れにより、武雄温
泉駅でのリレー方式の長期化が懸念される。民間活力
導入による新駅周辺開発が予定されているが、リレー
方式では魅力に欠ける。このため、民間への売却面積
を減らし、市民会館を建設してはどうか。新駅前の
ホールは魅力的だと考える。

　県においては、国道444号の坂口地域の改修工事が
順調に進まずに苦労されており、懸案の産直前の交差
点の混雑や危険性も解決できない状況である。この際、
以前計画されていた富の原坂口線に準じた新規道路を
計画すべきである。国道444号のルート変更が実現す
れば、国や県の予算による整備も可能となるのではな
いか。

田中　秀和 議員

新幹線新駅周辺に
市民会館建設を

答答 　新幹線新駅前への市民会館の建設につい
ては、民間活力を生かすという新駅周辺の

まちづくりを根本的に変更する必要性に加え、今
後、市庁舎、図書館等の大型事業が控えている中、
財政運営を考慮した上で、規模、場所、スケ
ジュールについて議論を重ねる必要があるため、
現時点で答えることはできない。

　新幹線新大村駅（仮称）周辺地域まちづ
くり計画において、新産業等活性化検討

ゾーンに位置付けられる同地域の道路整備を国道
444号として整備するという案もあるが、市が答
えることはできない。この地域の道路整備につい
ては、国道444号や都市計画道路も含め、中長期
的な将来計画の検討の中で、今後、国や県と連携
して取り組みたい。
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